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研究成果の概要（和文）：本研究全体を通して，情動と気分を生体信号，行動，気象から予測し，これらの因果
関係と，情動と気分の予測因子を明らかにした．また生体信号からストレッサーの推定し，９割以上の精度で推
定できることを示した．さらに作業中の体幹の動きから人の心理状態（快/覚醒/没頭）を推定する方法を提案
し，効果を検証した．また監督者による作業者を勇気づける声かけなどを行う実験を行い，その効果を示した．
これらの成果は労働環境の心理的な改善に役立つ．これらの成果はすでに論文として公開しており，研究期間中
に１９編の論文が採録となった．そのうち６編がScience Citation Index Expanded登録論文である．

研究成果の概要（英文）：This study predicted emotions and moods from biosignals, behavior, and 
weather. Moreover, this study clarified predictors of emotions and moods.  In addition, stressors 
were estimated with an accuracy of over 90% from biosignals. Furthermore, we proposed a method to 
estimate human mental state (pleasure / arousing / engagement) from the movement of the trunk during
 work, and verified the effect. In addition, we conducted an experiment in which the supervisor 
called for encouraging workers, and showed the effect. These results are useful for the 
psychological improvement of working environment. These results have already been published as 
papers, and 19 papers were accepted during the study period. Six of them are Science Citation Index 
Expanded registered papers.

研究分野： 知覚情報処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では労働者の心理状態から各仕事が与える心理的ストレスを予測するため，労働者の心理状態を改善，悪
化させる仕事を特定でき，うつ病の予防に適した，労働者の心理状態を望ましい方向に導く方策の実施を可能に
する．またどんな仕事にも適用でき，実用性が高い．データベースに蓄積した情報は，平成27年12月から施行さ
れる労働安全衛生法の改正に伴うストレスチェックに用いることができ，事業者の負担増軽減と担当医師の診断
支援に大いに貢献しうる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 うつ病は労働者の労働意欲を奪い，生活の質を低下させ，企業の生産能力を阻害する．うつ病 
による経済的損失は年間 2.7 兆円といわれており，対策が急務である．人間は生体に悪影響を
及ぼす心理的ストレス(不快ストレス)を過剰に受け続けるとうつ病を発症する可能性が高まる．
うつ病が発症すると，哀しみ等の負の情動が生じやすくなり，抑うつ気分等の負の気分の持続期
間も長くなる．情動は喜怒哀楽に代表される短時間持続する感情であり，気分は抑うつ気分や達
成感に代表される長時間持続する感情である．うつ病の予防には自己効力感の増大が有効であ
ることが認知行動療法で実証されており，自己効力感は労働意欲向上と自己成長を促す心理的
ストレス(快ストレス)を与えることで増大することが知られている．更に快／不快ストレスは
PC 操作等の短時間持続するストレス(一過性ストレス)と人間関係等の長時間持続するストレ
ス(慢性ストレス)に分類できる．これらの心理的ストレスに対して適切なフォローを行い，情動
と気分を望ましい状態に導くことでうつ病の予防が可能となる．日本政府も労働安全衛生法を
改正し，企業に対してこれらのストレスのチェックを義務付けた．改正法では担当医師が高スト
レスの労働者と面談し，その結果を受け，事業者は労働環境を改善しなければならない．担当医
師等の専門スタッフが常駐していれば改善は容易だが，平成 24 年労働者健康状況調査によると
企業の半数以上が専門スタッフの不足が原因で，十分なメンタルケアを実施できていない．専門
スタッフの不足を補うために国内・国外で職業性ストレス簡易調査票等のアンケートや生体情
報，行動による簡便なストレス推定手法が盛んに研究されており，うつ病の早期発見と治療に貢
献している．一方でこれらの手法では仕事を妨げずに各仕事の心理的ストレスを推定すること
や身体的ストレスと心理的ストレスを分離して推定することが難しく，どんな仕事にも適用可
能な心理的ストレス推定手法の開発が課題となっている．また簡便な手法で近未来の仕事が与
える心理的ストレスを予測し，適切なフォローを行い，うつ病を予防する研究は少なく，まだ十
分な成果は出ていない． 
２．研究の目的 
うつ病は労働者の生活の質を低下させ，企業の生産能力を阻害する．ゆえに日本政府も労働安 

全衛生法を改正し，企業に対してストレスのチェックを義務化した．しかし企業側は専門スタッ 
フが不足しているため，それを十分に達成できない．本研究の目的は専門スタッフの代わりに労 
働者が近未来の仕事を認知した際の『情動』と『気分変化』から各仕事が与える一過性／慢性の， 
快／不快ストレスを予測し，うつ病予防を支援することである．本手法は労働者の心理的反応か 
ら近未来のストレスを予測するため，どんな仕事にも適用でき，うつ病予防に適したフォローを 
可能にする．本研究は平成 27 年 12 月から施行される労働安全衛生法の改正に伴うストレスチ
ェックの義務化による事業者側の負担増軽減や担当医師の診断支援に貢献するものである． 
３．研究の方法 
研究業績で培った知見や設備を活用し，研究計画を効率的に遂行する．またスパイラルモデル

で研究計画を遂行し，研究計画どおりに進まない場合にも即座に対応する．平成 28 年度は，一
過性ストレス負荷実験を行い，その結果を因果分析し，情動変化による一過性の快／不快ストレ
ス予測手法の開発を行い，評価する．平成 29 年度は，慢性ストレス負荷実験を行い，その結果
を基に気分予測精度の向上を図るとともに，因果分析し，気分変化による慢性の快／不 
快ストレス予測手法の開発を行い，評価する．平成 30 年度は，フィールド実証実験を行い，提
案手法を総合的に評価する．実験では，Karasek の仕事要求度-コントロールモデルに従い，一
過性／慢性のストレスを与える．  
４．研究成果 
本研究全体を通して，情動と気分を生体信号，行動，気象から予測し，これらの因果関係と，

情動と気分の予測因子を明らかにした．また生体信号からストレッサーの推定し，９割以上の精
度で推定できることを示した．さらに作業中の体幹の動きから人の心理状態（快/覚醒/没頭）を
推定する方法を提案し，効果を検証した．また監督者による作業者を勇気づける声かけなどを行
う実験を行い，その効果を示した．これらの成果は労働環境の心理的な改善に役立つ．これらの
成果はすでに論文として公開しており，研究期間中に１９編の論文が採録となった．そのうち６
編が Science Citation Index Expanded 登録論文である．またココロの可視化に関する招待講
演を２件行った． 
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